
句
　
読
　
法
　
の
　
指
　
導

-

小

・

中

・

高

校

を

適

し

て

-

l
　
可
読
法
の
意
義

句
読
法
指
導
の
実
態

句
読
点
の
打
ち
方

1
　
句
点
の
打
ち
方
　
(
塞
)

2
　
読
点
の
打
ち
方
　
(
案
)

四
　
句
読
法
の
系
統
的
指
導

五
　
句
読
法
指
導
の
方
法
と
そ
の
間
.
題
点

1
　
句
読
法
指
導
の
方
法

2
　
そ
の
問
題
点

一
句
読
法
の
意
義

夏
は
'
夜
。

月
の
こ
ろ
は
'
さ
ら
な
り
。

間
も
な
は
。

公
の
お
は
-
飛
び
ち
が
ひ
た
る
'

ま
た
'
た
だ
一
つ
二
つ
な
ど
、
ほ
の
か
に
う
ち
光
り
て
行
-
も
'
を

か
し
。

雨
な
ど
降
る
も
t
　
を
か
し
。

(
r
s
-
糾
‖
木
古
川
ハ
恥
代
.
!
)

中
　
　
ノ
　
　
健
次
郎

3
R

こ
の
斬
新
で
大
胆
な
'
本
文
の
レ
イ
ア
ウ
-
は
'
平
安
の
詩
の
心
を
現
代
に

生
き
て
伝
え
る
'
校
注
者
へ
萩
谷
　
朴
氏
の
創
作
と
さ
え
い
え
る
。
従
来
の
'

た
と
え
ば
次
の
文
章
と
比
べ
た
と
き
、
句
読
点
の
打
ち
方
や
、
改
行
の
仕
方
一

つ
に
よ
っ
て
'
そ
の
文
章
が
よ
り
生
彩
を
放
つ
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

夏
は
よ
る
。
月
の
頃
は
さ
ら
な
り
、
や
み
も
な
は
、
ほ
た
る
の
多
く
飛
び

ち
が
ひ
た
る
。
ま
た
、
た
だ
ひ
と
つ
ふ
た
つ
な
ど
、
ほ
の
か
に
う
ち
ひ
か
り

て
行
-
も
を
か
し
。
雨
な
ど
降
る
も
を
か
し
。

(
r
日
本
古
山
ハ
文
学
大
系
』
)

国
語
表
記
に
お
け
る
符
号
に
は
'
「
-
ぎ
り
符
号
」
と
「
-
り
か
え
し
符
号
」

と
の
二
種
類
が
あ
る
。
句
読
法
と
は
、
広
義
に
は
'
こ
の
「
-
ぎ
り
符
号
」
の

用
い
方
の
こ
と
で
あ
る
。
文
章
の
構
造
や
'
語
句
の
論
班
的
関
係
を
明
ら
か
に

L
t
文
意
を
正
確
に
相
手
に
伝
え
る
た
め
の
表
現
上
の
符
号
の
使
い
方
の
こ
と

で
あ
る
O

し
か
し
'
こ
こ
で
は
句
読
法
を
狭
義
に
解
し
、
「
-
ざ
り
符
号
」
の
う
ち
'

主
な
二
つ
の
も
の
-
句
点
と
読
点
と
に
代
点
を
し
ぼ
っ
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

句
点
と
は
'
丸
・
マ
ル
と
呼
ば
れ
、
終
止
符
・
ピ
リ
オ
ド
に
あ
た
る
。
文
末
に

「
。
」
の
符
号
で
示
す
作
文
法
の
基
本
で
あ
り
、
文
意
識
が
明
ら
か
に
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
1
方
'
読
点
と
は
'
点
・
テ
ン
と
呼
ば
れ
'
コ
ン
マ
に
あ
た
る
.

文
中
に
「
、
」
の
符
号
で
示
さ
れ
'
こ
と
ば
の
切
れ
続
き
を
明
ら
か
に
す
る
も
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の
で
あ
る
。

句
読
点
は
文
字
の
1
部
で
あ
り
'
む
し
ろ
文
字
よ
り
も
強
要
で
あ
り
、
よ
り

生
き
て
い
る
と
い
え
る
。
句
読
点
は
'
次
の
三
つ
の
立
場
か
ら
用
い
ら
れ
て
き

た
。
ア
　
息
つ
ぎ
、
リ
ズ
ム
'
口
調
本
位
の
生
別
的
立
場
　
イ
　
形
式
的
な
見

や
す
さ
-
余
日
の
効
果
を
ね
ら
う
心
地
的
立
以
　
ウ
　
止
碓
さ
の
た
め
の
論

理
的
立
場

し
か
し
'
ま
だ
句
読
点
の
法
則
は
確
立
さ
れ
て
い
ず
'
国
語
史
の
上
で
、
句

読
法
が
'
読
み
手
本
位
か
ら
書
き
手
本
位
の
も
の
と
な
る
の
は
'
近
年
の
こ
と

で
あ
る
。
現
在
'
句
読
法
則
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
の
は
'
文
部
省
凹

語
調
査
室
編
「
-
ぎ
り
符
号
の
使
ひ
方
〔
句
読
法
〕
　
(
案
)
」
(
昭
和
二
1
年
)

で
あ
る
。
こ
れ
は
'
明
治
三
九
年
の
文
部
省
草
案
の
〔
句
読
法
〕
　
(
案
一
を
骨

子
と
し
、
こ
れ
を
拡
充
し
て
あ
ら
た
に
現
代
文
に
適
す
る
大
体
の
其
準
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。

二
　
句
読
法
指
導
の
実
態

句
読
法
の
基
準
が
分
ら
な
い
o
　
い
つ
へ
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
指
導
し
た
ら

よ
い
か
等
が
'
主
と
し
て
小
学
校
国
語
科
研
修
調
座
で
問
題
と
な
っ
た
。
昭
和

五
一
年
度
の
山
口
県
教
育
研
修
所
に
お
け
る
同
講
座
二
組
(
中
学
年
)
　
の
研
究

協
議
の
と
き
で
あ
る
。
前
後
三
か
年
間
'
私
は
、
小
・
中
・
高
校
国
語
科
研
修

講
座
で
'
講
義
・
抗
習
・
協
議
等
を
担
当
し
た
が
、
表
記
・
表
現
に
か
か
わ
る

テ
ー
マ
及
び
題
目
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

五
〇
年

▽
小
学
校
　
読
む
こ
と
-
新
し
い
国
語
の
表
記

▽
中
学
校
　
こ
と
ば
に
関
す
る
事
項
-
新
し
い
国
語
の
表
記

五
一
年

▽
小
学
校
　
書
く
こ
と
-
新
し
い
国
語
の
表
記

五
二
年

▽
中
学
校
　
表
別
指
導
-
主
と
し
て
古
-
こ
と
を
通
し
て
-
班
解
と
表
現
と
の

関
連
'
作
文
の
推
こ
う
と
評
価

▽
高
等
学
校
　
現
代
国
語
に
お
け
る
表
現
力
右
上
尚
め
る
た
め
の
作
文
指
導
-
文

章
表
別
と
文
章
理
解
と
の
関
連
へ
作
文
の
推
こ
う
と
評
価
等

な
お
'
五
五
年
度
の
予
定
題
目
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
O
小
学
校
-
「
表
　
」

指
導
の
問
題
点
、
中
学
校
-
「
表
別
」
と
〔
言
語
事
項
〕
と
の
関
連
指
導
'
高

等
学
校
-
文
章
表
別
と
国
語
の
特
質
。

参
考
ま
で
に
'
五
二
年
度
高
校
講
座
で
、
私
が
講
義
・
輯
習
し
た
「
国
語
表

記
法
と
そ
の
指
導
」
の
内
容
の
項
目
を
あ
げ
て
お
-
0

1
　
は
じ
め
に
　
枕
章
子
と
凸
面

2
　
-
ぎ
り
符
号
と
そ
の
指
導

仙
　
句
語
点
の
打
ち
方
(
昭
2
1
・
昭
2
5
)

ア
　
句
点
　
　
イ
　
読
点

3
　
V
.
仕
の
持
批

3
　
当
用
捗
字
と
そ
の
指
導

山
　
新
渉
字
表
試
案

74

ア
　
当
用
伊
字
表
　
(
昭
2
)

ウ
　
人
名
捗
字
　
(
昭
2
.
昭
5
)

イ
　
祁
正
捗
字
　
(
昭
か
)

エ
新
捗
字
去
　
(
昭
5
2
)

i
i
　
当
用
漢
字
字
体
南
2
)

ア
　
新
字
体
　
　
イ
　
筆
順
　
(
昭
3
3
)

脚
　
教
育
伊
字
へ
僻
考
捗
字
及
び
学
年
別
配
当
(
昭
2
3
へ
昭
3
3
、
昭
4



㈱
　
改
訂
当
用
汐
字
音
訓
表
と
段
階
別
配
当
(
昭
n
P
昭
4
8
及
び
昭
聖

4
　
現
代
か
な
づ
か
い
と
送
り
仮
名

仙
　
現
代
か
な
づ
か
い
　
(
昭
2
)

f
i
　
改
訂
送
り
仮
名
(
昭
3
4
、
昭
4
)

5
　
数
字
の
書
き
表
し
方
　
南
2
5
へ
昭
4
9
)

6
　
お
わ
り
に

十
五
枚
の
プ
リ
ン
ト
を
用
意
し
て
演
習
し
た
が
、
右
の
事
項
に
つ
い
て
は
'

受
講
者
は
関
心
は
あ
る
が
'
と
り
た
て
て
の
指
導
は
な
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で

・
f
t
っ
た
。

し
か
し
'
中
・
小
学
校
と
な
る
に
つ
れ
'
対
応
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
な
い

こ
と
が
う
か
が
え
た
。
総
じ
て
'
句
読
法
指
導
の
た
め
の
特
設
時
間
は
設
け
ら

れ
て
い
な
い
。
ま
た
'
高
校
生
必
出
と
い
う
国
語
学
習
便
覧
的
参
考
書
に
'
句

読
点
の
ペ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
は
じ
め
た
の
は
'
数
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
'

四
二
年
度
以
降
十
か
年
間
の
全
国
市
・
都
道
府
県
教
育
研
究
所
の
研
究
紀
要
を

検
討
し
た
が
'
表
記
法
の
指
導
を
扱
っ
て
い
る
の
は
'
小
学
校
の
四
つ
で
あ
っ

た
。次

に
、
前
述
の
〔
句
読
法
〕
　
(
案
)
を
も
と
に
'
諸
家
の
説
も
加
え
'
句
読

点
の
打
ち
方
の
私
案
を
述
べ
て
み
た
い
。

三
　
句
読
点
の
打
ち
方

1
　
句
点
の
打
ち
方
　
(
塞
)

m
　
用
い
る
ば
あ
い

ア
　
文
の
終
止
に
う
つ
。
倒
輿
述
語
の
省
略
な
ど
'
そ
の
他
、
す
べ
て
の

文
の
終
止
に
う
つ
。
「
　
」
・
(
　
)
　
の
中
で
も
う
つ
。
　
[
注
]
1

ま
た
へ
文
の
長
さ
に
は
関
係
な
-
う
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
[
注
]
2

イウ

(
例
)
・
夏
が
来
た
。
・
出
た
'
出
た
'
月
が
。
・
ど
う
ぞ
'
こ
ち

ら
へ
。
・
「
ど
ち
ら
へ
。
」
・
元
年
三
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
Q
)

簡
条
畜
き
の
と
き
、
「
-
-
す
る
こ
と
」
　
「
・
・
・
-
も
の
」
　
「
-
-
者
」

「
-
-
と
き
」
　
「
-
-
ば
あ
い
」
な
ど
で
終
わ
る
項
目
を
並
べ
る
ば
あ
い

に
う
つ
。

(
例
)
　
入
園
者
は
次
の
事
が
ら
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
　
木
の
枝
を
折
ら
な
い
こ
と
.

ふ

2
　
芝
生
に
は
い
ら
な
い
こ
と
.

僚
条
書
き
の
と
き
'
各
箇
条
が
文
の
形
を
し
て
い
る
ば
あ
い
に
は
う
つ
。

一
例
)
仙
　
美
し
い
町
を
作
り
ま
す
。

惚
　
明
る
い
町
を
作
り
ま
す
.

語
尾
や
文
の
終
わ
り
の
字
句
を
省
い
て
、
名
詞
で
終
わ
る
と
き
に
う
つ
。

(
例
)
会
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

言
い
残
し
、
余
韻
・
余
情
を
表
す
・
・
・
-
の
後
に
う
つ
。

(
例
)
　
彼
に
は
話
し
た
の
だ
が
-
-
0
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[注]

(
　
)
　
の
ば
あ
い
の
扱
い

.
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.
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i

句
の
と
き
は
、
と
じ
か
っ
こ
の
あ
と
に
句
点
を
う
つ
。

(
例
)
　
こ
の
こ
と
は
'
す
で
に
第
三
章
で
説
明
し
た
五
七
ペ
ー
ジ
参
照
一
。

i
i
　
二
つ
以
上
の
文
の
総
括
的
注
釈
の
と
き
や
'
(
　
)
　
の
中
が
文
の
と

き
は
t
と
じ
か
っ
こ
の
前
に
句
点
を
う
つ
。

(
例
)
先
月
の
当
市
の
交
通
事
故
件
数
は
'
二
〇
件
で
あ
っ
た
。
死
似



者
二
名
へ
負
傷
者
1
五
名
で
あ
る
。
(
県
警
発
表
に
よ
る
。
)

2
一
文
の
長
さ

仙
　
文
の
長
さ
は
'
諸
家
に
よ
り
へ
　
1
文
の
字
数
'
自
立
語
の
数
'
文
節

の
数
等
'
算
出
の
基
準
が
異
な
る
が
'
私
は
字
数
と
す
る
。

i
9
　
短
い
文
を
原
則
と
し
、
と
き
に
長
い
文
を
交
え
る
が
よ
い
。
平
均
四

〇
～
五
〇
字
が
望
ま
し
い
。
六
〇
字
を
甲
乙
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。

㈲
　
私
の
調
査
に
よ
れ
ば
'
児
童
作
文
の
優
れ
た
も
の
百
編
の
平
均
値
は
'

三
〇
字
で
あ
っ
た
二
尚
校
三
年
用
現
代
国
語
教
科
書
の
散
文
の
平
均
値

は
'
約
五
〇
字
で
あ
っ
た
。

i
i
　
用
い
な
い
ば
あ
い

ア
　
事
物
の
名
称
だ
け
を
並
べ
る
と
き
。

(
例
)
次
の
事
項
を
記
載
し
て
-
だ
さ
い
。

1
　
使
用
の
目
均
~

一
使
用
者

イ
　
「
　
」
の
車
の
引
用
語
句
や
文
が
'
題
目
・
瞭
語
・
格
言
そ
の
仙
簡
単

な
と
き
。

(
例
)
・
こ
れ
が
有
名
な
「
月
光
の
曲
」
で
す
。
・
「
逃
が
し
た
魚
は
大

き
い
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。

ウ
　
「
　
」
を
用
い
ず
に
文
を
引
用
し
'
「
と
」
「
を
」
で
受
け
る
と
き
。

(
例
)
　
価
格
が
問
題
だ
と
思
う
。

エ
疑
問
の
内
容
を
「
か
」
で
受
け
る
と
き
。

(
例
)
　
ど
う
し
た
ら
い
い
か
迷
っ
た
。

キ
　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
。

ク
　
毛
筆
の
手
紙
文
'
改
ま
っ
た
あ
い
さ
つ
文
'
作
家
二
部
一
の
書
冊
文
。

ケ
　
新
聞
記
事
及
び
作
家
(
7
部
)
　
の
作
品
の
会
話
文
。

コサ
[
注
]

辞
令
・
賞
状
文
等
。

柑
V
*

[
注
]
2

韻
文
に
句
読
点
号
っ
っ
た
歌
人
及
び
詩
人

善
麿
・
琢
木
・
牧
水
・
夕
碁
・
超
空
・
光
太
郎
・
朔
太
郎
等
'
ほ
か
に
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
の
1
部
。

砕
文
の
ば
あ
い
-
芙
美
子
の
も
の
　
二
部
)
等
。

句
読
点
に
関
す
る
特
異
な
小
説

「
界
」
は
句
読
点
が
な
い
。
野
坂
昭
如
の
も
の
は
読
点
の
み
連
続
す
る
文

体
で
あ
る
等
。
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オ
　
和
歌
・
俳
句
・
川
桃
・
詩
な
ど
の
韻
文
作
品
。

カ
　
新
聞
・
雑
誌
の
見
出
し
や
'
写
真
説
明
。

l
a
l

2
　
読
点
の
打
ち
方
　
(
塞
)

仙
　
用
い
る
ば
あ
い

ア
　
文
の
中
止
に
う
つ
。
ま
た
、
終
止
の
形
を
し
て
い
て
も
、
そ
の
文
意
が

続
-
と
き
に
う
つ
。

(
例
)
・
父
も
喜
び
へ
母
も
喜
ん
だ
。
・
父
も
喜
ん
だ
、
母
も
喜
ん
だ
。

イ
　
叙
述
の
主
題
を
示
す
「
は
」
　
「
も
」
な
ど
(
主
語
文
節
・
主
部
)
　
の
あ

と
に
う
つ
。
た
だ
し
'
主
語
と
述
語
が
比
較
的
隔
た
っ
て
い
る
と
き
。

(
例
)
私
の
家
は
'
駅
か
ら
か
な
り
遠
い
町
は
ず
れ
に
あ
る
。

ウ
　
助
詞
の
つ
か
な
い
主
語
の
あ
と
に
う
つ
。

(
例
)
　
皆
様
'
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。



エ
対
等
に
並
列
し
て
い
る
語
句
の
あ
と
に
う
つ
。
ま
た
'
「
た
り
」
「
と
」

「
も
」
　
「
や
」
な
ど
を
伴
っ
て
'
主
語
が
正
な
る
ば
あ
い
に
う
つ
。
な
お
'

三
つ
以
上
の
名
詞
を
並
べ
る
と
き
'
放
後
の
名
詞
の
前
を
「
お
よ
び
」

「
ま
た
は
」
で
つ
な
ぐ
と
き
'
鼓
後
の
二
つ
の
名
詞
以
外
は
'
う
つ
。

(
例
)
・
静
か
な
、
明
る
い
朝
。
・
父
も
'
母
も
'
兄
も
'
姉
も
'

・
東
京
'
大
阪
、
名
古
屋
お
よ
び
福
岡
の
-
-
・

オ
　
正
文
の
と
き
'
主
述
の
関
係
ご
と
に
う
つ
。

一
例
)
花
は
咲
き
へ
馬
は
歌
う
。

カ
　
同
格
の
と
き
に
う
つ
。

一
例
一
目
的
地
'
萩
に
着
い
た
。

キ
　
文
の
初
め
の
接
続
詞
や
副
詞
の
あ
と
、
文
中
に
あ
る
と
き
は
'
そ
の
前

後
に
う
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
[
往
]
1

(
例
)
・
し
か
し
'
私
は
反
対
だ
。
・
明
日
へ
も
し
も
、
天
気
が
よ
け

れ
ば
参
り
ま
す
Q

ク
　
感
動
詞
・
感
投
詞
・
呼
び
か
け
・
応
答
な
ど
の
語
の
あ
と
に
う
つ
。

(
例
)
　
お
お
'
暑
い
。

ケ
　
条
件
や
'
限
定
を
表
す
語
句
の
あ
と
に
う
つ
。
ま
た
へ
そ
れ
ら
が
文
中

に
あ
る
と
き
は
'
そ
の
前
後
に
う
つ
。
な
お
へ
接
続
助
詞
の
あ
と
に
は
必

ず
う
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
[
注
]
2

(
例
)
・
風
が
強
い
の
で
、
ば
-
は
窓
を
し
め
た
。
・
広
島
の
'
お
じ

さ
ん
・
お
ば
さ
ん
。
・
会
社
は
'
ス
ト
の
ば
あ
い
も
、
休
ま
な
い
O

コ
　
畢
不
し
た
語
句
の
下
に
う
つ
。

(
例
)
本
'
そ
れ
は
私
の
生
命
で
す
。

サ
　
挿
入
し
た
語
句
や
文
の
あ
と
に
う
つ
。

(
例
)
　
目
が
さ
め
る
と
、
な
ぜ
か
、
皆
い
な
か
っ
た
。

シ
　
文
の
成
分
を
倒
置
し
た
と
き
に
、
前
の
語
句
の
下
に
う
つ
。

(
例
)
　
な
ん
だ
'
こ
の
ざ
ま
は
。

ス
　
「
　
」
で
会
話
文
や
'
引
用
文
を
「
と
」
で
受
け
て
'
そ
の
下
に
主
語

や
'
は
か
の
語
が
き
て
'
す
ぐ
下
に
続
か
な
い
と
き
に
、
「
と
」
の
あ
と

に
う
つ
。
ま
た
へ
　
「
　
」
の
前
に
も
う
つ
。

一
例
)
兄
が
'
「
野
球
を
し
よ
う
0
」
と
'
ぼ
-
に
言
っ
た
。

セ
　
「
　
」
を
用
い
ず
、
会
話
文
か
引
用
文
を
表
す
と
き
に
'
「
と
」
の
あ

と
に
う
つ
か
へ
会
話
文
・
引
用
文
の
あ
と
に
う
つ
。

(
例
)
・
た
い
へ
ん
だ
と
'
み
ん
な
思
っ
た
.
・
ご
め
ん
な
さ
い
へ
と

哩
E
f
f
i
a
r
a

ソ
　
語
句
を
へ
だ
て
て
修
飾
す
る
語
句
の
あ
と
に
う
つ
。

(
例
)
君
に
は
、
美
と
い
う
'
す
ば
ら
し
い
概
念
が
-
-
0

タ
　
時
、
場
所
へ
方
法
な
ど
を
表
す
語
句
が
'
文
全
体
を
限
定
す
る
と
き
'

そ
の
語
句
の
あ
と
。

(
例
一
そ
の
時
へ
戸
が
静
か
に
閃
い
た
。

チ
　
述
語
に
か
か
る
長
い
修
飾
語
が
'
二
つ
以
上
あ
る
と
き
へ
そ
の
境
界
に

う
つ
。

(
例
)
彼
は
'
情
報
を
災
め
、
分
析
し
'
総
合
L
t
そ
し
て
結
論
を
導
き

出
し
た
。

ツ
　
読
み
誤
り
や
、
読
み
に
-
さ
を
避
け
る
と
き
に
う
つ
。
す
な
わ
ち
、
仮

名
ば
か
り
'
捗
字
ば
か
り
が
つ
づ
-
ば
あ
い
も
含
め
る
。

(
例
)
・
か
つ
お
、
ま
ぐ
ろ
、
さ
け
・
阿
れ
た
夜
'
空
を
見
な
が
ら

M

テ
　
息
の
切
れ
目
や
'
読
み
の
間
を
表
す
と
き
3
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トチ[注]

(
例
)
　
カ
ソ
'
カ
ソ
、
カ
ソ
と

強
調
を
表
す
と
き
に
う
つ
。

(
例
)
　
こ
れ
は
、
私
の
'
串
で
す
。

数
字
の
位
ど
り
と
、
数
詞
の
並
列
の
と
き
。

(
例
)
・
7
.
九
八
〇
年
・
鳥
が
二
、
三
羽
'

イ　ア

文
頭
に
お
く
接
続
詞
・
副
詞

ま
た
'
な
お
へ
た
だ
し
へ
も
っ
と
も
'
そ
し
て
'
も
し
も
、
し
か
し
、
さ

て
'
す
な
わ
ち
へ
そ
の
と
き
、
す
る
と
'

限
定
・
条
件
を
表
す
こ
と
ば

が
t
を
'
か
ら
t
に
つ
い
て
t
で
、
た
め
'
に
よ
り
へ
限
り
へ
　
の
ほ
か
、

と
き
へ
　
の
で
t
　
と
も

読
点
と
読
点
と
の
間
の
字
数
は
'
私
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
代
作
家
の

ば
あ
い
'
1
五
～
二
〇
字
前
後
で
あ
る
'
評
論
・
論
説
文
の
ば
あ
い
へ
二

二
、
三
字
平
均
。
児
童
の
作
文
は
'
1
1
1
1
'
四
字
が
平
均
字
数
と
な
る
。

用
い
な
い
ば
あ
い

使
い
す
ぎ
る
と
、
か
え
っ
て
全
体
の
関
係
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
き
。

主
語
・
述
語
の
関
係
に
あ
る
語
句
が
簡
単
な
ば
あ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
1
文

節
か
、
条
件
の
句
の
中
に
あ
る
と
き
。

一
例
)
・
火
矧
間
え
た
.
こ
の
情
勢
は
l
変
し
て
'
次
の
-
-
0

助
詞
「
と
」
　
「
や
」
　
「
か
」
あ
る
い
は
、
接
続
詞
「
お
よ
び
」
　
「
ま
た

は
」
な
ど
を
用
い
て
、
部
物
の
餌
単
な
名
前
を
並
列
す
る
と
き
。

(
5
J
　
・
・
>
'
-
"
:
!
け
J
‥
-
　
・
-
-
*
?
-
<
*
'
誉
蝣
・
-
¥
-
'

エ
限
定
・
条
件
の
語
句
が
'
簡
単
で
す
ぐ
あ
と
に
つ
づ
く
と
き
。
ま
た
へ

そ
れ
ら
が
'
一
ま
と
ま
り
の
大
き
な
限
定
・
条
件
の
語
句
に
含
ま
れ
る
と

き
O(

例
)
　
・
　
　
の
許
可
は
'
次
の
ば
あ
い
け
叫
脚
力
を
失
う
0
　
・
両
が
降

・

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

-

-

V

'

-

"

り

,

.

蝣

・

・

.

-

!

　

　

　

ト

=

「

　

一

に
-
い
の
で
'
気
を
つ
け
て
-
-

オ
　
「
　
」
で
会
話
や
引
用
文
を
示
し
'
「
と
」
で
受
け
て
'
す
ぐ
下
に
つ

づ
-
と
き
。

(
例
)
　
「
ど
う
し
た
の
。
」
A
J
g
い
た
。

カ
　
正
文
の
対
立
節
の
主
語
の
あ
と
。

7

|

　

i

.

1

・

・

)

・

・

-

i

i

-

,

'

.

'

.

,

.

-

-

・

-

/

・

-

-

j

,

・

-

・

-

.

,

,

∵

'

i

,

.

'

.

!

-

.

*

キ
　
体
言
を
並
列
し
て
「
そ
の
他
」
で
-
-
る
と
き
へ
　
「
そ
の
仙
」
の
前
。

t
o
)
-
_
・
j
-
.
i
i
∴
　
1
-
~
」
言
.
_
～

ク
　
倍
条
窮
き
の
と
き
'
そ
の
順
序
を
示
す
記
号
の
下
。
た
だ
し
へ
代
わ
り

に
空
欄
と
す
る
。
な
お
、
行
を
変
え
ず
に
列
挙
す
る
と
き
は
'
読
点
を
つ

け
る
。

1
C
-
i
 
I
I

一
~
試
験
会
場

ケ
　
直
接
、
修
飾
す
る
ば
あ
い
の
修
飾
文
節
の
下
。

(
例
)
　
淑
石
の
本
を
読
む
。

コ
　
文
節
の
途
中
。

(
脚
)
　
>
"
j
ア
.
・
下
問
町
ォ
H
?
秤

サ
　
次
の
よ
う
な
T
つ
づ
卓
の
語
句
の
と
き
。

特
に
'
付
属
の
関
係
に
あ
る
文
節
の
問
。

(
例
)
が
あ
る
　
が
な
い
　
は
で
き
る
　
で
は
な
い
　
で
あ
る
　
J
笥
フ
る

78



て
い
る
　
て
し
ま
う
等

な
お
、
読
点
を
う
つ
位
置
は
、
長
い
修
飾
連
文
節
の
中
で
は
、
ま
だ
か
な
り

の
ゆ
れ
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

四
　
句
琵
法
の
系
統
的
指
導

句
読
法
の
指
導
は
'
小
・
中
・
高
校
と
段
階
を
迫
っ
て
系
統
的
に
指
導
す
る

こ
と
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
段
階
を
'
学
習
指
導
要
領
に

よ
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

句
読
点
の
'
学
年
別
指
導
事
項
の
内
容
を
、
旧
指
導
要
領
(
昭
和
四
三
年
～

四
五
年
告
示
)
と
、
新
学
習
指
導
要
領
(
昭
和
五
二
年
～
五
三
年
告
示
)
と
を

対
比
さ
せ
て
述
べ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
'
別
行
は
'
小
学
校
は
新

で
あ
り
'
中
・
高
等
学
校
は
旧
で
あ
る
。

L
t
ま
た
、
段
落
ご
と
に
行

を
改
め
て
書
-
こ
と
。

5
年
　
(
な
し
)

6
年
　
一
な
し
)

た
、
段
落
の
初
め
'
会
話
の

部
分
な
ど
の
必
要
な
箇
所
は

行
を
改
め
て
書
く
こ
と
。

句
読
点
の
打
ち
方
、
改
行
の

仕
方
な
ど
を
適
切
に
し
て
文

章
を
書
-
こ
と
。

(
な
し
)

山
　
小
学
校
の
ば
あ
い

〔
旧
指
導
要
領
〕

1
年
　
読
点
の
打
ち
方
に
注
意
し
、

ま
た
'
句
点
を
打
つ
こ
と
。

2
年
　
読
点
の
打
ち
方
に
注
意
し
'

ま
た
、
句
点
を
正
し
く
打
つ

SEui

3
年
　
文
の
必
要
な
箇
所
に
読
点
を

打
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

4
年
　
句
読
点
の
打
ち
方
を
適
切
に

〔
新
指
導
要
債
〕

読
点
の
打
ち
方
に
注
意
し
'

ま
た
へ
句
点
を
打
つ
こ
と
。

読
点
の
打
ち
方
に
注
意
し
'

ま
た
'
句
点
を
正
し
-
打
ち

な
が
ら
、
文
章
を
古
-
こ
と
。

読
点
の
役
割
を
理
解
し
'
文

の
必
要
な
箇
所
に
読
点
を
打

ち
な
が
ら
文
章
を
雷
-
こ
と
。

句
読
点
を
適
切
に
打
ち
、
ま

旧
の
ば
あ
い
へ
四
年
生
で
、
句
読
法
の
打
ち
方
に
つ
い
て
は
完
成
す
る
位
拭

づ
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
'
現
行
の
は
あ
い
、
五
年
生
で
明
文
化
さ
れ
'

国
頭
E
P
E
S
繭
B
c
a

な
お
'
そ
の
他
の
区
切
り
符
号
で
は
、
か
ぎ
の
使
い
方
に
注
意
し
二
年
)
'

理
解
し
'
適
切
に
使
う
こ
と
　
(
二
'
三
年
一
と
さ
れ
'
そ
の
他
の
符
号
に
つ
い

て
も
使
い
方
を
理
解
す
る
こ
と
　
(
三
年
)
　
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
旧
で
は
'
「
こ
と
ば
に
関
す
る
郡
項
」
で
と
り
あ
げ
'
新
で
は
'
〔
言

語
事
項
〕
と
し
て
'
表
別
力
及
び
理
解
力
の
基
礎
を
挙
っ
た
め
に
'
「
A
表
別
」

「
B
理
解
」
の
指
導
を
通
し
て
指
導
す
る
事
項
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。
示
し
方

も
よ
り
具
体
的
で
あ
り
、
学
年
ご
と
の
系
統
性
の
明
碓
な
こ
と
は
'
〔
言
語
印

項
〕
が
い
か
に
蛇
要
で
あ
る
か
を
示
す
。
さ
ら
に
中
学
校
で
も
系
統
的
な
指
導

が
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。

物
　
中
学
校
の
は
あ
い

79

〔旧〕

1
年
　
表
記
の
し
か
た
に
江
慈
し
、

〔新〕

表
記
の
仕
方
に
注
忠
L
t
-



-
ぎ
り
符
号
な
ど
を
適
切
に

使
う
こ
と
。

2
年
　
表
記
の
し
か
た
に
慣
れ
、
く

ぎ
り
符
号
な
ど
を
適
切
に
使

う
こ
と
。

2
年
　
表
記
の
し
か
た
に
慣
れ
、
く

ぎ
り
符
号
な
ど
を
適
切
に
使

う
こ
と
。

ぎ
り
符
号
な
ど
を
適
切
に
使

っ
て
討
-
こ
と
。

表
記
の
仕
方
に
慣
れ
'
く
ぎ

り
符
号
な
ど
を
適
切
に
使
っ

て
飛
=
く
こ
と
。

表
記
の
仕
方
を
身
に
つ
け
'

-
ぎ
り
符
号
な
ど
を
適
切
に

使
っ
て
書
-
こ
と
。

学
年
段
階
に
応
じ
'
「
表
現
の
仕
方
に
注
意
し
二
年
)
'
慣
れ
三
年
一
'
身

に
つ
け
(
三
竺
'
-
ぎ
り
符
号
な
ど
を
適
切
に
使
っ
て
書
く
こ
と
。
」
と
な
っ

て
い
る
。

し
か
も
、
〔
言
語
事
.
g
〕
は
'
「
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
知
識
を
柑
さ
せ
る

た
め
の
指
導
」
を
と
'
取
扱
い
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
へ
小
学
校
の

「
繰
り
返
し
て
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
へ
特
に
そ
れ
だ

け
を
取
り
上
げ
て
学
習
さ
せ
る
」
に
、
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

矧
　
高
等
学
校
の
ば
あ
い

〔旧〕

r
g
.
代
国
語
」

(
香
-
こ
と
)

当
用
捗
字
が
正
し
-
書
け
る

よ
う
に
な
り
'
国
語
の
表
記

の
し
か
た
に
慣
れ
る
こ
と
。

〔新〕

F
国
語
工
L
 
r
国
語
Ⅱ
』

〔
言
語
事
項
〕

文
革
・
文
の
組
立
て
や
語
句
の

は
た
ら
き
'
国
語
の
表
記
の
仕

方
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
。

〔
言
語
事
項
〕
は
'
小
・
中
学
校
の
系
統
的
指
導
か
ら
'
さ
ら
に
発
展
的
に

指
導
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
句
切
り
符
号
と
し
て
の
句
読
点
や
各
種
の

符
号
の
用
い
方
等
'
表
記
全
般
に
つ
い
て
指
導
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
'
各
科

目
の
指
導
内
容
に
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
O

ア
　
r
国
語
I
L
の
「
B
理
解
」
に
お
い
て
'
「
文
革
の
内
容
や
形
態
に
応

じ
た
表
現
上
の
特
色
、
文
体
の
特
徴
な
ど
に
注
志
し
て
読
む
こ
と
」
と
さ
れ
て

い
る
。イ

　
r
現
代
文
』
で
t
よ
り
探
化
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
'
「
文
体
・
修
那
な

ど
と
内
容
と
の
関
係
を
考
え
へ
表
現
上
の
特
色
を
と
ら
え
る
」
の
で
あ
る
。

ウ
　
r
B
l
語
表
現
し
は
'
表
現
す
る
立
場
か
ら
の
吟
味
を
す
る
。
「
文
章
研

究
を
十
分
に
活
用
す
る
」
の
で
あ
る
。

エ
　
『
古
典
』
も
、
理
解
か
ら
表
現
へ
と
か
か
わ
る
こ
と
は
'
す
で
に
本
稿

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

「
理
解
」
と
「
表
現
」
と
は
、
探
-
か
か
わ
り
'
相
互
に
作
用
し
あ
う
の
で

あ
る
。
国
語
科
仝
髄
域
で
表
記
・
文
法
は
'
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
'
小
・

中
二
局
校
を
通
し
て
の
系
統
的
指
導
が
厳
し
く
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
　
句
読
法
指
導
の
方
法
と
そ
の
問
題
点

句
読
法
指
導
の
機
会
は
'
国
語
学
習
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
特
に
、
次
の
三
つ
の
機
会
が
考
与
ら
れ
る
。
読
み
の
指
導
過
程
'
作
文

単
九
の
学
習
'
練
習
単
元
の
学
習
の
中
で
あ
る
。
そ
の
機
会
に
応
じ
'
適
切
な

指
導
が
望
ま
れ
る
。
私
が
'
小
・
中
・
高
等
学
校
国
語
科
研
修
講
座
で
協
議
・

演
習
に
参
加
し
'
講
義
し
た
こ
と
と
'
高
校
で
実
施
し
た
こ
と
と
を
中
心
に
'

具
体
的
な
句
読
法
指
導
の
方
法
を
述
べ
て
み
た
い
。

(
注
)
　
(
　
)
内
佼
種
名
等
は
実
施
し
た
校
柾
・
学
年
を
示
す
。
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1
　
句
読
法
指
導
の
方
法

川
　
作
文
や
練
習
文
を
使
い
、
学
級
・
講
座
等
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
実
態

を
は
挺
す
る
。
特
に
誤
り
の
事
項
の
比
率
を
つ
か
む
。
(
小
・
中
学
校
)

E
i
　
指
導
者
自
身
の
自
作
の
句
読
点
の
打
ち
方
の
基
準
太
を
作
成
す
る
。
こ
の
-

は
あ
い
'
事
項
・
用
語
・
例
文
等
、
前
項
[
四
]
川
の
ア
の
実
態
に
即
し
た

も
の
を
作
成
し
て
学
習
者
に
示
し
、
指
導
の
手
が
か
り
と
す
る
。
ま
た
'
表

記
体
系
の
う
ち
に
お
け
る
句
読
法
の
位
置
づ
け
を
明
示
す
る
ば
あ
い
も
あ
る
。

x
l
~

㈲
　
教
科
書
教
材
の
本
文
を
1
段
落
視
写
さ
せ
る
。
教
科
古
の
表
記
は
'
基
準

に
即
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
o
友
だ
ち
同
士
で
、
句
読
点
が
正
し
-
打
た
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
る
。
(
小
学
校
7
、
二
年
)

紺
　
教
科
古
本
文
の
7
段
落
分
を
'
指
導
者
の
音
読
に
よ
っ
て
聴
写
さ
せ
る
。

こ
の
ば
あ
い
必
ず
'
テ
ソ
・
マ
ル
と
読
み
あ
げ
る
。
(
小
学
校
T
.
二
年
)

㈲
　
教
科
書
と
同
じ
ま
す
め
の
原
稿
用
紙
を
作
成
し
'
そ
れ
に
暗
写
さ
せ
る
。

ォ

鵬
写
の
は
あ
い
'
句
読
点
は
間
を
お
-
か
、
テ
ン
・
マ
ル
と
発
声
さ
せ
る
。

(
小
学
校
)

㈲
　
原
稿
用
紙
の
利
用
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。
こ
れ
は
'
句
読
点
の
み
で
な
-
I

送
り
か
な
・
改
行
等
'
表
記
法
学
習
全
般
の
基
礎
で
あ
り
、
評
価
法
の
規
範

の
1
つ
で
あ
る
.
(
小
・
中
・
高
校
)

m
　
句
読
点
の
な
い
文
や
文
章
を
示
し
へ
符
号
を
つ
け
さ
せ
る
。
(
小
学
校
1
'

二
、
三
年
)
長
文
を
示
し
て
'
短
文
化
さ
せ
る
。
時
に
、
会
話
文
の
「
　
」

及
び
'
(
　
)
　
の
中
の
句
点
に
注
意
さ
せ
る
。
(
小
学
校
三
'
四
年
)

㈲
　
o
H
P
等
'
桟
指
の
積
極
的
利
用
を
図
る
。
T
P
や
透
明
シ
ー
ト
に
'
赤

.
色
フ
ェ
ル
ト
ペ
ソ
等
を
利
用
し
'
ト
ラ
ペ
ソ
ア
ッ
プ
で
授
写
し
た
り
'
小
沼

板
・
原
稿
㍊
板
等
を
利
用
す
る
。
特
に
t
 
T
P
の
学
習
者
の
記
入
は
'
楽
し

い
教
室
作
り
と
な
る
。
(
小
学
校
四
年
)

㈱
　
読
点
の
う
ち
す
ぎ
の
文
革
を
出
し
'
省
く
練
習
を
さ
せ
る
。
消
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
主
部
を
与
え
'
述
部
を
空
欄
に
し
て
記
入
さ
せ
た
り
'
逆

に
述
部
を
示
し
て
主
部
を
記
入
さ
せ
る
練
習
を
重
ね
る
。
(
小
学
校
五
'
六

年
)
　
ま
た
'
句
読
点
が
で
た
ら
め
の
文
を
与
え
'
相
互
批
評
さ
せ
る
。
(
小

ナ
:
-
.
y
蝣
J
叶
)

㈹
　
学
習
者
の
作
文
の
句
読
点
の
軒
別
修
止
を
'
個
別
・
小
集
団
・
1
再
の
各

方
法
を
と
り
入
れ
て
実
施
す
る
。
T
つ
の
誤
り
ご
と
に
1
点
の
械
点
法
を
と

る
。
一
小
学
校
六
年
一
英
文
の
コ
ソ
マ
・
ピ
リ
オ
ド
を
は
ず
し
た
文
章
を
用

志
し
て
記
入
さ
せ
る
。
一
中
学
1
年
)

肌
　
小
出
し
に
、
練
り
返
し
、
繰
り
返
し
、
そ
の
場
そ
の
場
で
取
り
あ
げ
る
こ

と
。
訂
正
法
・
選
択
法
・
完
成
法
等
の
技
法
を
使
い
へ
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
。

練
習
第
7
主
義
で
あ
る
。
(
小
・
申
・
高
校
)

∽
　
句
読
法
を
含
む
-
ぎ
り
符
号
及
び
-
り
か
え
し
符
号
並
び
に
醇
字
・
か
な

づ
か
い
・
送
り
か
な
等
去
記
全
般
に
あ
わ
せ
指
導
す
る
.
特
に
'
中
点
t
か

ぎ
'
か
っ
こ
'
々
の
使
い
方
に
は
留
意
し
た
い
。
(
小
・
中
学
校
)

胴
　
句
読
法
だ
け
の
学
習
時
問
を
特
設
す
る
。
基
礎
的
知
識
の
習
熟
に
つ
と
め

る
こ
と
。
最
低
'
年
1
回
設
け
る
こ
と
。
(
小
・
高
等
学
校
)

間
　
作
文
評
価
項
目
の
中
に
'
-
ぎ
り
符
号
の
つ
け
方
を
入
れ
、
採
点
の
対
象

と
す
る
こ
と
。
(
小
・
巾
・
高
校
)

㈹
　
理
解
の
学
習
の
中
で
、
文
章
の
句
読
点
の
数
や
'
段
落
分
け
の
分
見
凱
'
用

字
法
(
主
に
伊
字
・
か
な
の
比
率
-
音
数
等
)
な
ど
を
調
べ
'
文
体
の
特
徴

を
つ
か
ま
せ
る
。
時
に
'
文
学
作
品
-
口
頭
文
の
扱
い
で
強
調
さ
せ
る
。
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(
中
・
高
校
)

2
　
そ
の
間
道
点

川
　
句
読
点
の
打
ち
方
で
誤
り
や
す
い
も
の
の
は
抑
に
っ
と
め
'
そ
の
指
導
に

留
意
す
る
こ
と
.
た
と
え
ば
'
次
の
よ
う
な
ば
あ
い
で
あ
る
。

ア
　
句
点
と
読
点
と
の
混
用
。
特
に
'
例
正
し
た
成
分
の
ば
あ
い
'
逆
に
つ

け
る
。

イ
　
読
点
の
締
刑
な
多
用
'
特
に
次
の
ば
あ
い
。

の
分
か
十
-
蝣
・
f
-
'
-
V
f
j
ご
と
　
川
文
節
ご
と

ウ
　
読
点
を
文
節
の
途
中
に
つ
け
る
。

エ
　
直
接
修
飾
す
る
語
句
と
の
問
に
つ
け
る
。

オ
　
付
属
の
関
係
に
あ
る
文
節
と
の
間
に
つ
け
る
。

力
　
説
点
を
仝
-
つ
け
な
い
。

i
i
　
中
二
尚
校
に
'
句
読
法
指
導
の
郎
視
の
傾
向
が
あ
る
。
生
徒
の
多
様
化
'

高
校
学
力
検
査
'
大
学
入
試
第
二
次
に
'
作
文
・
小
論
文
式
視
の
傾
向
に
対

処
す
る
必
要
が
あ
る
o
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
新
学
習
指
導
要
領
の
「
表
現
力
'

伯
に
作
文
力
の
向
上
」
の
改
善
事
項
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
指
導
者
自
身

の
悲
誠
の
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ
る
O
表
記
班
の
爪
要
性
の
認
識
'
表
記
法

へ
の
関
心
と
'
精
梅
的
取
り
組
み
へ
の
態
度
'
絶
え
ず
注
意
す
る
習
慣
の
育

成
が
望
ま
れ
る
。

私
は
'
学
習
者
自
身
に
'
習
作
に
よ
る
独
自
の
文
体
を
持
た
せ
た
い
。
ま
た
'

学
習
者
白
身
が
そ
の
文
体
に
魅
せ
ら
れ
る
作
品
の
1
つ
か
二
つ
を
'
常
に
持
つ

よ
う
に
指
導
し
た
い
。
さ
ら
に
'
表
記
法
は
、
野
地
潤
家
氏
の
い
う
「
書
き
こ

と
ば
の
生
活
や
文
化
を
定
着
さ
せ
'
発
展
さ
せ
て
い
く
動
脈
と
し
て
の
役
郡
を

果
た
し
て
い
る
。
」
し
へ
そ
の
指
導
は
国
語
教
育
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
を
銘
記

し
た
い
。
谷
崎
潤
7
郎
の
'
文
革
の
第
丁
条
件
は
分
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
し
'

文
章
は
'
視
覚
的
要
素
を
利
用
す
る
こ
と
で
あ
り
'
体
裁
こ
そ
内
容
の
一
部
と

す
る
所
説
を
'
私
は
改
め
て
か
み
し
め
る
の
で
あ
る
。
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大
類
雅
敏
'
栄
光
出
版
社
'
昭
和
五
三
年

n
n
T

r
e
話
し
5
0
年
9
月
号
t
 
r
言
語
生
活
3
3
2
年
3
月
号
'
4
9
年
1
0
月
号
、

F
解
釈
と
鑑
災
3
4
3
年
7
月
号
'
4
3
年
1
1
月
臨
時
増
刊
号
'
5
0
年
1
月
号
、

F
国
文
学
」
5
0
年
9
月
号
へ
5
2
年
9
月
号
'
弘
年
6
月
臨
時
増
刊
号
t
 
r
国

語
教
育
』
　
T
二
〇
号
、
〓
ハ
六
号

(
山
口
E
J
t
立
墾
尚
等
学
校
教
頭
一
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